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特 集

「広報いせんのあゆみ」

平成24年10月27日
伊仙町町制施行50周年
記念式典・祝賀会

　いまから10年前の平成 24 年10月27日に、伊仙町町制施行50周年記念式典・
祝賀会が町総合体育館にて行われました。
　全国各地から伊仙町にゆかりのある郷友会の方々が参加されるなど、町内外から
約 800 名が集まり、盛大に伊仙町半世紀のあゆみをお祝いしました。
　式典では、元国土交通省国土対策局特別地域振興官の安栖宏隆氏による記念講
演などが行われ、また祝賀会では、多彩な余興芸能で町民、伊仙町にゆかりのある
方々が親睦を深めました。
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連載第1回目の今回は、「伊仙町町制施行50周年式典・祝賀会」と「徳之島地域文化情報発信施
設のこけら落とし」の様子が掲載された平成25年1月に発刊の広報いせん1月号を振り返ります。

「広報いせんのあゆみ」
第1回

平成24年10月28日
「徳之島なくさみ館」

こけら落とし

伊仙町町制施行60周年特別連載 

　翌日の 28 日には、徳之島地域文化情報発信施設のこけら落としが行われ、
島内初の全天候型公設闘牛場「徳之島なくさみ館」の誕生をお祝いしました。
　式典に続いて開催された「全島一・軽量級優勝旗争奪戦闘牛大会」では、全
国の郷友会関係者や、地元闘牛ファンなど約４, ２００人が、伝統文化である闘
牛を堪能し、活気に満ちたイベントとなりました。
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わきゃ学校週間!

我が町のお仕事見学

　面縄小学校では、11 月 1 日～ 7 日「地域
に育む『かごしまの教育』県民週間」の期
間中、地域の方とのふれあい体験学習を実
施しました。
　一年の中で子どもたちが楽しみにしてい
る行事の一つであり、地域の方々がそれぞ
れの道具を持ち寄り参加していただいたこ
とで、改めて地域のよさを学び、理解や愛情
を深めることができる交流学習となりました。
　ご協力いただいたみなさま、ありがとう
ございました。

　11月17日に阿権小学校 3・4 年生が社会科見学、19日に1・
2 年生が生活科町探検の学習の中で、町の施設見学を行い
ました。
　各課の職員から役割や施設の説明があり、子どもたちから
は「いろいろな課があることを初めて知りました」「みんなの
ためにいつも支えてくださり、ありがとうございます」と嬉し
い感想をいただきました。
　数多くの「仕事」があることを知り、子どもたちの将来に夢
や希望を持つきっかけとなってくれることを願います。

体験内容
幼稚園生

昔遊び体験
１・２年生

３年生 三味線と島唄

4 年生 レクリエーション

5 年生 ふり茶体験

6 年生 グランドゴルフ ● 3 年生 三味線と島唄

●幼稚園生 昔遊び体験

● 4 年生 レクリエーション

● 1・2 年生 昔遊び体験

●図書館見学 ( エプロンシアター ) ●役場庁舎内見学

●東部浄水場見学
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　徳之島三町子ども会育成連絡協議会は、令和 4 年 1月 6日
～7日に伊仙町において「三町リーダー・キャンプ研修会」を
行いました。

　この研修会は徳之島三町の子どもたちの交流やリーダーの育成を目的として開催しています。
　子どもたちは研修会をとおして、リーダーが果たすべき役割や姿勢、意識すべきことを学びました。
　この経験を子ども会活動だけでなく学校生活や部活動へ生かし、実践してほしいと思います。

 三町リーダー・キャンプ研修会
        徳之島三町子ども会育成連絡協議会主催

※事業費の一部にふるさと納税寄付金を活用

研修内容
● 人権教育  ● リーダー論
● 自然学習  ● SDGS 研修 等

●全体写真

●自然学習～義名山の森散策～ ●全体レクリエーション



6広報いせん  令和 4 年 3月号（No.374）

防
災
願
う

搬
送
時
の
コ
ロ
ナ

感
染
リ
ス
ク
軽
減
へ

子
牛
初
セ
リ
市

01
04

12
21

01
08

　

一
年
間
の
無
火
災
と
無
病
息
災
を
祈
り
、
伊
仙
中
学
校
で

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
鹿
児
島
県
知

事
、徳
之
島
警
察
署
長
か
ら
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
機
に
、

観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
島
内
経
済
の
活
性
化
や
観
光

需
要
が
明
る
い
話
題
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
観
光
客
に
対

す
る
避
難
誘
導
な
ど
が
新
た
な
課
題
」
と
指
摘
が
あ
り
、「
近

年
、
大
規
模
化
、
複
雑
化
す
る

自
然
災
害
に
対
し
、
実
効
性
を

有
す
る
日
々
の
備
え
が
重
要

と
な
る
」
と
し
て
、
よ
り
一
層

の
協
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
久
保
町
長
か
ら「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
を
基
本
に
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」

と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
に
よ
る
小
型
ポ

ン
プ
操
法
で
は
、
火
災
を
想
定

し
て
、
標
的
物
へ
の
放
水
を
行

い
、
地
域
防
災
の
心
意
気
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

徳
之
島
地
区
消
防
組
合
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
救
急
車
内
に
同
乗
す

る
救
急
隊
員
や
医
療
従
事
者
の
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
「
陰
圧
シ
ー
ル
ド
」
を
導
入
し
、
取
扱

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

導
入
し
た
陰
圧
シ
ー
ル
ド
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
周
囲

を
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
区
画
し
、
シ
ー
ト
内
の
空

気
を
外
に
流
す
こ
と
を
防

ぎ
ま
す
。
患
者
の
様
子
を

目
視
で
確
認
で
き
、
手
入

れ
窓
か
ら
様
々
な
処
置
を

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
積
極
的
に
感
染

対
策
を
講
じ
、
円
滑
な
救

急
業
務
の
実
施
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
初
と
な
る
徳
之
島
セ
リ
市
が
家
畜
市
場
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
購
買
者
、
生
産
者
、
市
場
関
係
者
な
ど
が
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
、
手
の
消
毒
を
行
い
、
感
染
対
策
を
徹

底
し
た
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
1
月
8
日
～
9
日
の
2
日

間
で
6
0
2
頭
が
入
場
し
、
2
日
間
の
セ
リ
平
均
価
格

は
67
万
4
千
円
、
最
高
額
は
1
1
7
万
5
千
円
と
高
値
で

の
取
引
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
久
保
町
長
は
「
鹿
児
島
県
の
農
業
生
産
額
5
，
0
0
0
億

の
中
で
一
番
伸
び
て
い
る
の
が
畜
産
で
あ
り
ま
す
。
県
内

に
お
い
て
、
最
も
徳
之
島
の
市
場
に
活
気
が
出
て
き
て
お

り
ま
す
。
購
買
者
の
み
な
さ
ん
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
市
場
関
係
者
か
ら
は
「
世

界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
牛
肉
の
消
費
減
少
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
注
視

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
高
値
に
繋
が
る
子
牛
作
り
に

専
念
し
て
欲
し
い
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

●小型ポンプ操法

●樺山修二消防団長宣言
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「
春
一
番
」出
発
式

01
29

　

令
和
4
年
産
徳
之
島
地
域
赤
土
新
ば
れ
い
し
ょ
「
春
一

番
」
出
発
式
が
、
Ｊ
Ａ
徳
之
島
事
業
本
部
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
に

よ
り
規
模
を
縮
小
し
た
形
で
、
各
生
産
者
部
会
長
や
関
係

機
関
・
団
体
の
代
表
な
ど
約
70
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
産
や
長
崎
県
産
の
ば
れ
い
し
ょ
出
荷
量
が
干
ば

つ
の
影
響
で
減
少
し
て
い
る
な
か
、
徳
之
島
が
世
界
自
然

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
「
春
一
番
」
の
ブ
ラ

ン
ド
力
ア
ッ
プ
に
期
待
を
寄
せ
、
品
質
向
上
と
適
期
出
荷

に
よ
る
共
販
目
標
の
出
荷
量
1
0
，0
0
0
ト
ン
、
販
売

額
20
億
円
の
達
成
を
目
指
し
、
参
加
者
全
員
で
の
「
が
ん

ば
ろ
う
」
三
唱
で
気
勢
を
あ
げ
ま
し
た
。

「
笑
顔
」大
収
穫

02
04

　

2
月
1
日
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
提
供
に
も
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
清
水
果
樹
園
で
、
タ
ン
カ
ン
出
発
式
と
い
せ

ん
保
育
園
ひ
ま
わ
り
組
の
子
ど
も
た
ち
21
名
に
よ
る
収
穫
体

験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
家
の
み
な
さ
ま
の
ご
指
導
の
下
、
鮮
や
か
に
色
づ
い
た

タ
ン
カ
ン
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
籠
へ
と
収
穫
し

て
い
き
ま
す
。

　

収
穫
後
は
、み
ん
な
で
パ
ク
リ
！
「
お
い
し
い
ー
」「
あ
ま
ー

い
」
と
い
う
声
で
賑
わ
い
、「
ま
た
来
る
ね
ー
！
」
と
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
良
い
思
い
出
と
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。



INFORMATION各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。
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■
お
問
い
合
わ
せ

■
お
問
い
合
わ
せ

■
お
問
い
合
わ
せ

■
お
問
い
合
わ
せ

■
期
間

　
令
和
4
年
6
月
～
令
和
4
年
12
月

■
回
数

　
年
6
回
～
10
回
程
度

■
場
所

　
伊
仙
町
中
央
公
民
館

　
く
ら
し
支
援
課 

軽
自
動
車
税
担
当

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
59
）

　
水
道
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
66
）

　
伊
仙
町
中
央
公
民
館

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
76
）

　
県
庁
障
害
福
祉
課

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
8
6-

2
7
4
4

　

F
A
X

：

0
9
9-

2
8
6-

5
5
5
8

　

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
の
所
有

者
に
税
金
が
課
さ
れ
ま
す
。

　

4
月
2
日
以
降
に
廃
車
し
た
場
合
で
も
令

和
4
年
度
の
税
金
は
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
4
月
2
日
以
降
に
名
義
変
更
を

行
っ
た
場
合
、
4
月
1
日
現
在
の
所
有
者
が
納

税
義
務
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
譲
渡
を
さ
れ
た

方
や
廃
車
を
す
る
予
定
の
あ
る
方
は
、
3
月
31

日
ま
で
に
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
4
年
4
月
1
日
よ
り
伊
仙
町
水
道
給

水
条
例
第
34
条
4
項
に
則
り
開
栓
・
閉
栓
、

量
水
器
の
撤
去
時
に
手
数
料
2
0
0
円
を

徴
収
い
た
し
ま
す
。
ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
3
月
～
4
月
は
転
入
、
転
出
が
多
い

時
期
で
す
。
く
ら
し
支
援
課
の
住
民
異
動
の

手
続
き
と
は
別
と
な
っ
て
ま
す
の
で
必
ず
そ

の
旨
を
水
道
課
へ
連
絡
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
当
日
の
開
栓
作
業
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
。
遅
く
て
も
2
日
前
ま
で
に
水

道
課
の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

敷
地
内
で
発
生
し
た
漏
水
に
係
る
水
道
料
金

は
原
則
、
使
用
者
負
担
で
す
。
漏
水
か
な
？
と

思
っ
た
ら
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
所
へ
依
頼

し
、
早
め
の
修
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
修
理
に
伴
う
費
用
は
依
頼
者
負
担
で
す
。

※
通
常
発
見
が
困
難
な
場
所
に
限
り
漏
水
減

免
可
（
現
年
度
に
限
り
最
長
3
ヵ
月
分
）

但
し
、
漏
水
修
理
証
明
書
（
修
理
業
者
の

領
収
書
等
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
自
分
で
漏
水
修
理
し
た
と
の
こ
と
で

減
免
の
申
告
が
あ
り
ま
す
が
、
町
指

定
業
者
へ
依
頼
し
た
修
理
の
み
が
減

免
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
水
道
課
で

漏
水
修
理
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
水
道
管
の
新
規
引
き
込
み
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
も
多
数
あ
り
ま
す
が
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。
漏
水
修
理
同
様
、
町
指

定
業
者
へ
依
頼
し
施
工
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

毎
月
、
検
針
員
が
水
道
メ
ー
タ
の
検
針
に

伺
っ
て
い
ま
す
。
検
針
員
が
安
全
・
正
確
・

迅
速
に
検
針
が
で
き
ま
す
よ
う
左
記
の
こ
と

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
や
物
を

置
か
な
い

●
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
は
常
に
き
れ

い
に
し
て
く
だ
さ
い

●
犬
を
出
入
口
や
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
近

く
に
繋
い
だ
り
、
放
し
飼
い
に
し
な
い

●
長
期
滞
納
が
あ
る
方

●
支
払
い
の
意
思
が
な
い
方

●
連
絡
が
な
い
方

●
支
払
い
約
束
を
履
行
し
な
い
方

●
悪
質
ま
た
は
滞
納
常
習
者
と
判
断
さ

れ
る
方

　

給
水
停
止
処
分
に
よ
り
損
害
が
生
じ
て
も

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。
公
平
性
を
保
つ

た
め
の
措
置
で
す
。
期
限
内
の
納
入
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
給
水
停
止
解
除
に
伴
う
開
栓
作
業
は
「
平

日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
ま
で
」
そ

の
他
の
時
間
、
土
日
、
祝
祭
日
は
対
応
で
き

ま
せ
ん
。

⃝

く
ら
し
支
援
課

⃝

県
庁
障
害
福
祉
課

⃝

伊
仙
町
中
央
公
民
館

⃝

水
道
課

●
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

●
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・

　
発
達
障
害
啓
発
週
間
に
つ
い
て

●
令
和
4
年
度 

公
民
館
講
座

　
講
師
募
集
に
つ
い
て

●
開
栓
・
閉
栓
手
数
料
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

●
新
年
度
の
転
入
・
転
出
、

　
転
居
に
関
し
て
の
お
願
い

●
宅
内
漏
水
及
び
水
道
管
の

　
新
規
引
き
込
み
に
つ
い
て

●
水
道
メ
ー
タ
検
針
に
つ
い
て
の

お
願
い

●
令
和
3
年
度 

給
水
停
止
執
行
件
数

　
給
水
停
止
の
対
象

4月 5月 6月 7月

2件 3件 0件 2件
8月 9月 10月 11月

2件 0件 2件 1件
12月 1月 累計

2件 0件 14件

　

毎
年
4
月
2
日
は
国
連
が
定
め
た
「
世
界

自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
、
ま
た
、
同
日
か
ら
8

日
ま
で
は
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」
で
す
。

　

あ
な
た
の
知
識
・
技
術
を
生
か
し
、
町
民

の
み
な
さ
ま
へ
教
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

e-

m
a
i
l

：

 s-ryouiku@
pref. kagoshim

a.lg.jp

（
平
日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
ま
で
に
限
る
）

　

ま
た
、
水
道
料
金
に
関
し
ま
し
て
は
2
ヵ

月
遅
れ
の
請
求
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
支

払
い
忘
れ
が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
口

座
振
替
の
方
は
停
止
さ
れ
る
場
合
、
水
道
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
の
方

は
、
他
人
の
意
図
や
感
情
を
直
感
的
に
理
解
し

た
り
、
言
葉
を
適
切
に
使
う
こ
と
な
ど
が
苦
手

な
場
合
が
あ
り
、
学
校
や
職
場
で
様
々
な
問
題

や
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
親
の
し
つ
け
や
家
庭
環
境
が

原
因
で
は
な
く
、
脳
機
能
の
発
達
に
関
係
す

る
も
の
で
、
見
た
目
に
は
障
害
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
行
動
や
態
度
が
誤

解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

発
達
障
害
の
特
徴
を
知
り
、
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。



町長の動き
月日 行事 場所

1/21（金）
地域脱炭素施策に関するブロック別説明会
( オンライン )

伊仙町

24（月）
徳之島愛ランド広域連合クリーンセンター 
長寿命化計画書説明会

26（水） 徳之島老人ホーム 来庁

27（木） 第2回 奄美群島新ビジョン懇話会(オンライン)

28（金）

伊仙町新型コロナウイルス対策本部会議

議員懇談会 挨拶

29（土）
令和 4 年度 徳之島地域赤土新ばれいしょ

「春一番」出発式
徳之島町

2/1（火） 全体朝礼

伊仙町

3（木）
大島支庁徳之島事務所建設課長 来庁
建設技術協会要望活動

4（金） 令和4 年 第 1 回伊仙町議会臨時会

10（木） ( 公財 ) 国際人材育成機構アイム ･ ジャパン
( 株 ) 桜十字 来庁

伊仙町長の1 ヵ月の主な動静を紹介いたします。

9 広報いせん  令和 4 年 3月号（No.374）

　西伊仙西集落で義ヒロエさん指導のもと、約
3週間「クラフト籠作り」を頑張りました。
　クラフトテープ裁断から始まり、編み、ボンド
で貼り付けの繰り返しの作業。
　途中で間違えたりアクシデントがありながら
も、みんなでコミュニケーションを図り、楽しみ
ながら実施することができました。指先を使う
ことで認知症予防にもつながり、自分だけのオ
リジナル籠が完成し「達成感」を味わうこともで
きました。

　令和 2年度集落活性化推進
事業で関係人口と交流人口の
創出、健康増進の向上を図り、
集落の活性化を目的として昨
年 7月から改修工事を行って
いた、阿権集落の「前里屋敷」
が完成いたしました。
　運用開始時期については、
新型コロナウイルス感染症の
状況を鑑み、改めてお知らせ
いたします。

次号で前里屋敷について
詳しくお知らせします。

11月22日  いりばたサロン

な づくり元 地気 域



重度心身障害者医療費助成事業について
医療機関で支払った保険適用内の一部負担金を助成する制度です。

・身体障害者手帳（1級または2級）をお持ちの方
・療育手帳（A1またはA2）をお持ちの方
・身体障害者手帳3級と療育手帳B1の両方をお持ちの方
※被保護世帯は対象外となります。

下記のものを持参の上、地域福祉課にて申請できます。
①医療機関受診時の領収書（直近6ヵ月以内）
②印鑑

対象者

申請方法

指定難病患者旅費助成について
　指定難病受給者証をお持ちの方が、島外の医療機関に入院・通院する際の旅費を
助成する制度です。

・指定難病患者1名分
・申請は年間2回まで
・船舶または、航空運賃の全額
（徳之島～鹿児島間、航空運賃が限度）

下記のものを持参の上、地域福祉課にて申請できます。
①旅費助成金支給申請書
②入院・通院証明書
③町税等納入状況証明書
④旅費の領収書
⑤指定難病受給者証
⑥助成金振込先通帳
⑦印鑑

助成限度

申請方法

軽度・中等度難聴児補聴器助成について
　身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中等度の難聴児に対して、補聴器の
購入費用の一部を助成する制度です。

・町規定基準価格の3分の2の額

下記のものを持参の上、地域福祉課にて申請できます。
①補聴器購入費支給申請書
②指定医師の意見書
③意見書の処方に基づき補聴器販売業者が作成した見積書

助成額

申請方法

お問い合わせ先　　伊仙町役場 地域福祉課 障害福祉係  0997-86-3111(内線63)

入院・通院証明書に医
師からの証明が必要で
す。ご出発前に必ず地域
福祉課までお越しくだ
さい。

10広報いせん  令和 4 年 3月号（No.374）



ご本人からの申請によって、保険料の納付猶予または全額、もしくは一部（4分の1、半額、
4分の3）が免除になる制度があります。

例えば、全額免除の期間は、保険料を納めなくても、年金額が2分の1保障されます。
（免除の手続きを行わず未納の場合は保障されません）
※納付猶予は年金の受給資格期間には含まれますが、年金額には計算されません。

免除された保険料は、10年以内であれば、後から納めること（追納）ができます。
免除された期間があると、保険料を全額納付したときに比べ、将来受け取る年金額が少なくなります。追納する
と、保険料を全額納付したときと同じになります。
・老齢基礎年金を受け取っている方は追納できません。
・免除の承認を受けた期間の翌年度から数えて3年度目以降に追納をする場合は、当時の保険料額に一定額が加
算されます。

免除の割合に応じて、一定の年金額が保障されます!

国民年金保険料の納付が困難な方へ

※ご不明な点は、伊仙町役場 くらし支援課 年金係までお問い合わせください。
TEL.81-7676（直通）　86-3111（内線58）

国民年金保険料の免除・納付猶予申請が可能です!
国民年金保険料の免除・納付猶予制度について

次に該当する方は、特例免除を申請できます!

産前産後期間の保険料免除制度があります!

免除された保険料を後から納めることはできますか?

①退職（失業等）により納付が困難な方

●保険料を納めることが困難な場合

メリット1

病気や事故で障害が残ったときの障害年金や、一家の働き手が亡くなったときの遺族
年金を受け取ることができます。

申請者本人、世帯主または配偶者のいずれかが退職（失業等）された方
※退職（失業等）された方の前年の所得をゼロとして審査します。

万が一の際にも保障を確保!

対象となる方

失業等のあった月の前月から翌々年6月まで
※免除等申請ができる期間
・過去期間・・・・・・申請書が受理された月から2年1ヵ月前（すでに保険料が納付済の月を除く）まで。
・将来期間・・・・・・翌年の6月（1月～6月に申請したときは、その年の6月）分まで。
ただし、1枚の申請書で申請できるのは、7月から翌年の6月までの12ヵ月間となりますので、必要
に応じて年度ごとに申請書を提出してください。

保険料の納付が
免除される期間

メリット2

産前産後免除期間として認められた期間は保険料を全額納付した期間としてみなされ
て、将来の年金受給額に反映されます。
届出しないと免除にならないため、早めの手続きをお勧めします。

11 広報いせん  令和 4 年 3月号（No.374）



2022
年

 3
月

号
令

和
4

年
 3

月
1日

発
行

伊
仙

町
役

場
 未

来
創

生
課

〒
891-8293 鹿

児
島

県
大

島
郡

伊
仙

町
1842

TEL 0997-86-3111（
内

線
27）

　
FA

X
 0997-86-2301

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.tow

n.isen.kagoshim
a.jp/

編
集

発
行

戸
籍
の
窓

TEL 0997-86-3111（
内

線
27）

　
FA

X
 0997-86-2301

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.tow

n.isen.kagoshim
a.jp/

人口の動き
（2022 年 1 月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,468 人

男 3,289 人

女 3,179 人

世帯数 3,479 世帯

出生 6 人

死亡 8 人

転入 7 人

転出 20 人

愛おしい
我が子
です。

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

出
生
児

保
護
者

集
落
名

● 

宮
本

結ゆ
あ愛

宮
本

一
気

西
犬
田
布

● 

米
山

采さ
な那

米
山

大
志

伊
仙

● 

前
田

優ゆ
う

前
田

智
司

伊
仙

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

※
広
報
い
せ
ん
2
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
集
落
名
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

氏
名

集
落
名

 

　 

小
貫
業
士

福
島
県

 

　 

重

明
世

八
重
竿

香
典
返
し
　
金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
。
※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
　

集
落
名

寄
附
者
名

（
故
人
名
）

満
年
齢

○
喜
念

元
田 

純
秀
さ
ん

（
亡  

元
田 

ア
イ
子
さ
ん
）
88
歳

○
馬
根

四
本 

喜
一
郎
さ
ん
（
亡  

四
本 

久
繁
さ
ん
）
72
歳

○
徳
之
島
町
徳
和
瀬

政
岡 

春
美
さ
ん

（
亡  

本
田 

照
子
さ
ん
）
95
歳

○
西
伊
仙

勝
原 

弘
一
さ
ん

（
亡  

勝 

ア
キ
さ
ん
）

96
歳

○
目
手
久

美
山 

幸
伸
さ
ん

（
亡  

美
山 

定
信
さ
ん
）
89
歳

○
東
伊
仙
西

春
島 

弘
明
さ
ん

（
亡  

春
島 

悠
人
さ
ん
）
19
歳

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

わが町のアイドル募集！

伊仙町役場  未来創生課 TEL 86-3111（内線 27）お問い合わせ

町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみませんか？
毎月 10 日までに、右記QRを読み取り、必要事項
を入力し、掲載希望写真を添付いただきご送付く
ださい。

長寿・子宝日本一の
町！

河
か わ し ま

島 璃
り く

空ちゃん（0歳3か月）

予約制

T E L 090-5805-0269

住   所 伊仙町伊仙 2093-5  2 階203 号
（伊仙クリニック・茶茶の隣）

 お 買 い 物 は 、ぜ ひ 町 内でお 願 いします。

●2階に上れない方は、1階での施術も可能です！

リラクゼーションサロン

Resalo


